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資料調査の入り口 
ｰ参考資料の種々とその利用ｰ 

2013年度第10回  

学術情報リテラシー入門 -図書館とW EB情報の活用 -  

附属図書館研究開発室 北村 由美  
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本日の授業内容 
 

1. 前回授業課題の解題 

 

2. 今後の予定 

 

3. 参考資料に関する総合講義 

 

4. キーワード・マップの作成 

 

5. グループ発表テーマ決定 
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今後の予定 
 

第11回 12月24日 （火） 
• 講義：論文DBおよび文献管理ツール「RefWorks」 
• 講義：参考図書について 
• 演習：参考図書を用いた基本文献を探索！@人環総人図書館 

 - 課題1 

第12回 1月6日（月） 
• 講義：文献管理ツール「RefWorks」のRefshare 機能・新聞DB・PandA 
• 演習：各種DB を用いた先行研究の調査+文献管理法！ 

 - 課題2 

  
第13回 1月15日（水）・第14回 1月20日（総合演習） 
• グループ発表 
• 講評 
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グループ発表課題 
 

1. 「衣」・「食」・「住」のいずれかに関連して、グループで研究テーマを設定 

 

2. そのテーマに関する文献調査を行う 

 

3. 参考資料・新聞・論文など違ったタイプの資料から得られた情報を整理
し、分析を行った上で、研究計画を発表 
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論文・レポート執筆の流れ 

問題設定 検索する 

 アウトラインの作成 

 論文・レポートを執筆 

 推敲・校正・再確認 

 課題を理解する 

文献・資料を 
収集する 
整理する 

読む 
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レポートの構成と情報源例： 
 「食材のトレーサビリティをめぐる現状について」 

レポート 

トレーサビリティとは 

トレーサビリティをめぐる 
最近の話題 

トレーサビリティの技術・ 
システムとその運営 

トレーサビリティの可能性と 
課題 

辞書・事典類 

どの領域？ 
 
 
 

情報工学 
食品産業 

情報源 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二次資料 
（各種DB） 

新聞記事・ 
一般雑誌記事 

一般書 
専門書 
学術論文 

百科事典や分類を
手がかりに 

目録で探索 
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研究と文献 【金子先生の講義から】 
  

1. 研究テーマを決める 

 

2. 文献情報から仮説を立てる 

 

3. 実験や調査をする 

 

4. 結果を文献とあわせて考察する 

 

5. 論文を書いて公表する 
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発表の構成 
1. 問題の定義 

 

2. 先行研究レビュー （これまで何が言われているか） 

 

3. 先行研究の分析を行った上で、グループで決めたテーマに関する研
究計画を提示 

 研究の概要 

 研究の手法 

 研究の意義と予想される成果 

 

発表時間は各グループ15分を予定しています！ 

グループメンバー全員が分担して、発表して下さい！ 
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参考資料の定義と種類 
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参考資料とは？ 
  

 「通読」するのではなく、「参照」する、「引く」ことを想定して作成された資料 
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「参考資料」の分類と種類 

参考資料 

辞書・事典類 
 
 

書誌・目録・ 
文献リスト類 
（二次資料） 

辞書・ 
用語集 

（一次資料） 

事典（辞典） 
（一次資料・二次資料） 

百科 
事典 

専門 
事典 

統計資料 

地図資料 

年鑑・年表 
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一次資料？ 
 一次資料（primary source） 『図書館情報学用語辞典』 

1. 二次資料の収録もしくは加工の対象となった原資料。資料をその
機能から区分する際に、オリジナルな情報を生成する「一次資料」
と、それを加工、編 集した「二次資料」という区分が一般的になされ
ている。 

2. オリジナルか否かの判断の基準は明確ではなく、むしろ二次資料
の情報源となるもの、さらに は二次資料ではないという相対的な意
味でこの語は使われている。 

3. 図書や雑誌論文といった刊行形態を主たる特徴とする資料区分と
は異なる観点の区分である。 雑誌論文には、オリジナルな成果を
発表する原著論文も、二次資料とされるレビュー論文も含まれてい
る。 

4. 歴史学で用いられる「一次史料」とはまったく異な る。  
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 二次資料（secondary source） 『図書館情報学用語辞典』 

 一次資料を対象として、それを編集、加工した資料。大きく分けて以下
の二種類 

  

1. 一次資料を見付け出すための検索ツール（書誌、目録、抄録誌、
索引誌な ど） 

 

2. 一次資料を編集、整理したり、その内容を取捨選択し、評価を加
えたりした資料（百科事典、ハンドブックなど） 

  

 一次資料、二次資料といった区分は理念的、相対的であるが、図書館
の実務においては、資料の別置をするための便宜的な区分として利
用される。  

二次資料？ 
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冊子体とオンラインの参考資料・百科事典 
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『日本大百科全書』 
（小学館, 第2版 1994年） 
 

『世界大百科事典』 
（平凡社, 改訂新版 2007年） 
 

『ブリタニカ国際大百科事典』
（TBSブリタニカ, 第3版 1995年） 
 

他にCD-ROM版、DVD-ROM版、 
携帯・スマートフォン対応版など… 

印刷版（冊子体） オンライン版 

その他の参考資料 
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書誌・目録・文献リスト 

『翻訳図書目録2008-2010』より 
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「レビュー」／Review  
 

特定主題に関して、すでに発表された文献を総覧・評価 

  →今後の研究動向を示唆 

 

例） 
  1年間の「総決算号」にレビューを載せるもの：『史学雑誌』『法律時報』 

 
 ほぼ毎号レビューを載せるもの：『カレントアウェアネス』（国立国会図書館、図
書館情報学関連） 
 

 レビュー論文が中心となっているもの（レビュー誌）：『児童心理学の進歩』 
Annual Review of Biochemistry 
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統計資料 
 統計を参照する際の注意！ 

  
統計の限界を知った上で、参考資料として使用する 

 

◦統計資料の著作者と目的 （誰が、何のために？） 

 

◦質問項目の確認 

 

◦対象・範囲の確認 
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統計の項目 
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アメリカの2010年国勢調査フォーム 
Shortest Census Form in the 
History! 
           
2000年フォームにあった国籍に関する
項目はなく、人種に関する項目のみ。新
たな項目も 

↑ 日本の2010年国勢調査フォーム 

↑アメリカ 2000年フォーム 
       2010年フォーム↓ 

資料検索の第一歩 
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概念の整理とキーワード選定 
 

１．対象とするテーマや関連事項を百科事典などで調べ、基礎知識を
押さえる。 

 

２．対象とするテーマの上位概念や下位概念を知ることで、自分の問題
関心を明確にする。 

 

 

３．キーワードのマッピング（配布資料) 
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「何を探したいか」のキーワードと構造化 
 １．分類の発想や、JapanKnowledgeなどの百科事典を活用 

 ２．シソーラスの活用による概念のマッピング 
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関連語 

大気汚染 

公害 

煙害 

光化学スモッグ 

上位語 

下位語 

統制語 
件名 
ＳＨ 

 
キーワード選定のために 
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１．基礎知識の確認 （百科事典） 
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JapanKnowledgeへのアクセス(1) 
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/ 

 KULINEの左側メニュー「図書・雑誌・論文を探す」→データベース 

（方法1）「資料のタイプで探す」から「辞書・事典」→ JapanKnowledge+NRK 

（方法2）Jをクリック → JapanKnowledge+NRK 
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JapanKnowledge + NRK トップページ 
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「大気汚染」でOneLook（一括検索）を行った結果 

29 

『日本大百科全書』における「大気汚染」の項目より 

汚染源に関する歴史的・社会
的変遷 

30 

『デジタル化学事典』における「大気汚染」の項目より 

汚染物質に関する記述中心 

http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/
http://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/
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２．概念の整理と構造化 

31 32 

NDLサーチの活用（1） http://iss.ndl.go.jp/ 

関連キーワー
ドの階層構造 
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NDLサーチの活用（2） http://iss.ndl.go.jp/ 

上位概念・上位語 
BT（Broader Term） 

検索語 
関連語 

RT（Related Term ） 

下位概念 
下位語 

NT（Narrower Term） 
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シソーラスの活用  JDream Ⅲ 
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シソーラスの活用 JDream Ⅲ 
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http://iss.ndl.go.jp/
http://iss.ndl.go.jp/
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37 

シソーラスの活用  JDream Ⅲ 

38 

シソーラスマップの活用  JDream Ⅲ 

39 

シソーラスの活用  JDream Ⅲ  シソーラスマップ 

40 

 
Webcat Plus 連想検索 （1）  
 http://webcatplus.nii.ac.jp/ 

関連キーワー
ドの階層化 
 

大気 

大気汚染 

 
Webcat Plus 連想検索 （2） 
 http://webcatplus.nii.ac.jp/ 

新書マップ （大気汚染）（１） 
http://shinshomap.info 

関連テーマをクリック
すれば、さらに展開 

外側に上位概念 
内側に関連語 

関連テーマ/ 

キーワードを切り替えて
表示、絞り込み 

http://webcatplus.nii.ac.jp/
http://webcatplus.nii.ac.jp/
http://webcatplus.nii.ac.jp/
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43 

新書マップ （大気汚染）（2） 
http://shinshomap.info 

関連テーマをマップ内
で一つ選ぶと、その語
に直接関係がある上
位概念と関連語が分
かる 
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新書マップ （3） 

「キーワード・マップ」をつくりましょう！ 
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 １．まずは、自分のキーワードマップを作成しましょう 

  

 ２．グループでブレインストーミングし、テーマを話し合いましょう 

  


